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ご挨拶�
株主の皆様には、ますますご清栄の

こととお喜び申し上げます。平素は

格別のご高配を賜りお礼申し上げま

す。さてCMPグループ2003年3月期

中間事業報告書を作成いたしまし

たのでご高覧いただきますようお願

い申し上げます。�

中国塗料は「Ecology：環境との調和」「Innovation：世界的視野に立った技術革新」�
「Quality：高機能・高品質商品の開発」の３つの視点から、船舶塗料をはじめ各種�
塗料を開発・製造し世界へ向け発信しています。�
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CMPグループの営業概況�

営業のご報告�

　当中間期におけるわが国の経済は、アジア向け輸出の増加などで回復の兆しが見られたものの民間設備投資

は減少し、不良債権処理などによる貸し渋りと信用不安などにより雇用情勢は依然として厳しく個人消費は減退す

るなど低調に推移しました。�

　また世界経済におきましては、アジアの景気は中国を中心に回復傾向にありますが、米国では企業会計不信に

端を発した株安、テロに対する不安などで景気先行きに懸念が強まるなど不透明感が増しております。�

　当社の経営環境としましては、主要取引先である造船業界では、国内大手造船でコスト削減のための事業統

合や分社化による再編が急速に進められ、また昨年は日本に受注高トップの座を譲った韓国も今年は建造量を更

に増加する勢いであり、第３位の中国も船舶の大型化対応に加え高付加価値技術も取り入れ、受注競争はますま

す厳しくなってまいりました。�

　一方、工業関連分野におきましては、東南アジアや中国では経済を反映し比較的堅調でしたが国内の設備投

資は依然として低調で、またコンテナ関係では昨年の米国経済停滞の影響が波及し生産量が大幅に減少いたし

ました。�

　このような企業環境下において、当社グループは今年１月に営業の効率化を主眼として販売子会社を本社に統

合し、９月には船舶用塗料の最大の市場となった韓国に新工場を完成させるなど、販売力の強化と原価低減に努

めてまいりました。�

　この結果、売上高は国内では船舶、工業分野ともに熾烈な価格競争の影響から前年同期比２．９％の減少となり、

海外では船舶、工業は増加したものの、コンテナ分野で今年中盤からの回復が年初の落込みのカバーに至らず前

年同期比４．９％の減少となり、グループ全体では前年同期（２４,９６９百万円）に比較し３．７％減の２４,０４２百万円と

なりました。�

　営業利益につきましてはグループをあげて費用削減、収益確保に注力した結果、前年同期（１,６０７百万円）に

比べ１０．６％増加の１,７７７百万円となり、経常利益はＵＳ＄の下落から為替差損が発生しましたが借入金返済によ

る支払利息の減少などで１，６５１百万円となり前年同期（１，５１３百万円）比で９．１％の増加となりました。�

　また当中間期では多額の特別損失はなく、中間純利益は１，１７２百万円となり前年同期（１，０１１百万円）比で

１５．８％増加し、所期目標（１，１５０百万円）を達成することができました。�

�　　�

�
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CMPグループの営業概況�

会社の対処すべき課題�

�

�

��

��

�

事業別の課題�

　今後、米国経済の調整長期化の懸念や国内の金融不安、株価の下落など景気の先行きは不安定で、また企

業に対するコンプライアンスや環境保全の要請は一層強まり、経営環境はますます厳しくなるものと予想されます。�

　このような状況のなかで、当社は企業倫理の確立と法の遵守を重要課題と位置付け、業界に率先して環境問

題の取り組みを進めるなどグループ企業の総力を結集し、船舶および木質建材を中心にした得意分野での拡販と

費用削減に努め収益確保するとともに、キャッシュ・フローを重視して財務体質の強化を図ってまいります。�

　なお、１株当たりの純資産額を高めるため、引続き自己株式の消却を実施していく予定でおります。�

　株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご指導とお力添えを賜りますようお願い申し上げます。�

　新造船受注は現在の日本、韓国主体から近い将来、中国への移行が予想されておりま

すが、主要造船所での新造船向け塗料のシェアが５０％に達している日本、新工場が完成

した韓国、上海工場からの出荷増が著しい中国において、それぞれ販売体制を強化して

まいりましたので今後は更なる拡販に努めてまいります。また、当社は海外競合各社に比べ

世界の造船所が集中する地域を主要市場としてきたため、新造船用塗料売上が主体とな

っておりますが、今後は修繕船用塗料市場でのシェア拡大を重要なターゲットととらえ、船舶

用塗料全体でのトップシェアを目指してまいります。一方、環境保全につきましては、海外に

おいても船底塗料への錫規制の本格実施が迫っており、錫フリー分野で世界最多の塗装

実績を誇り性能が実証されている優位性を活かし営業に努めると同時に、タール、鉛、クロ

ムなどの使用廃止についても顧客の理解を得て早期対応していく所存です。�

�

　昨年後半からの米国経済の停滞が中国でのコンテナ生産に大きく影響し売上減少とな

りましたが、４月以降は急回復しており年間ベースの売上は昨年を上回る見通しであり、今

後は更なる売上増加、収益性改善に努めます。�

　重防食、木工建材用塗料分野は東南アジア、中国を中心に売上が伸びてまいりました

が、最近は欧米でも実績をあげております。今後も引続き、環境対応製品および高付加価

値製品を主体とし、建材用では製品とライン設計を一体とした提案を行うなど、顧客ニーズ

に即した製品を提供し国内、海外での市場開拓に努めてまいります。�

船舶用塗料事業�

�

工業用塗料事業�

コンテナ用塗料事業�
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連結・単独決算ハイライト�

科　目�

売上高�

営業利益�

経常利益�

中間（当期）純利益�

営業活動によるキャッシュ・フロー �

投資活動によるキャッシュ・フロー �

財務活動によるキャッシュ・フロー �

現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高�

株主資本�

総資産�

1株当たり株主資本（円）�

1株当たり中間（年間）配当額（円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

1株当たり中間（当期）純利益（円）�

株主資本比率(%)�

株主資本中間（当期）純利益率【ＲＯＥ】(%)�

総資産中間（当期）純利益率【ＲＯＡ】(%)�

��

� 48,950�

2,892�

2,597�

△ 437�

2,382�

△ 1,823�

△ 2,014�

4,861�

23,825�

66,447�

334.60�

－�

△ 5.93�

35.9�

△ 1.8�

△ 0.7

� 25,971�

872�

1,470�

△ 1,065�

－�

－�

－�

－�

25,721�

54,140�

361.24�

5.00�

△ 14.44�

47.5�

△ 4.0�

△ 1.9

24,042�

1,777�

1,651�

1,172�

2,551�

△ 894�

△ 1,068�

5,348�

23,792�

64,734�

337.03�

－�

16.49�

36.7�

4.9�

1.8�

�

14,279�

630�

805�

746�

－�

－�

－�

－�

25,916�

53,212�

367.12�

－�

10.50�

48.7�

2.9�

1.4�

�

2002年3月期 �

�

（単位：百万円／単位未満切捨て）�

2003年3月期 中間期 �

�

2002年3月期 中間期  �

� 連結　　　　単独�連結　　　　単独� 連結　　　　単独�

13,188�

589�

776�

604�

－�

－�

－�

－�

25,906�

54,312�

350.31�

－�

8.11�

47.7�

2.2�

1.1�

�

注）アジア・・・中国、シンガポール、香港、韓国、台湾、タイ、マレーシア、インドネシア、�
　　　　　　オセアニア�
　　その他・・・ヨーロッパ、アメリカ�

24,969�

1,607�

1,513�

1,011�

△ 33�

△ 1,207�

447�

5,359�

23,315�

67,597�

315.27�

－�

13.57�

34.5�

4.2�

1.5

2002／9

（百万円）�

2002／92001／9

船舶用塗料：　　 工業用塗料：　　 コンテナ用塗料：　　 その他の事業：　　　�

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

日本：　　　        アジア：　　　　 その他地域：�

所在地別売上高（連結） �

計 24,969 計 24,042

284
2,753
6,233

15,698

333
1,632
6,198

15,878

（百万円）�

2001／9

計 24,969 計 24,042

2,538
7,430

15,000

2,679
6,798

14,564

事業別売上高（連結） �

2002／3 2002／3

計 48,950 計 48,950

4,277
12,463

31,569

5,410

14,397

29,141

640
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中間連結貸借対照表�

 前中間期�
（2001年9月30日現在）�

 当中間期�
（2002年9月30日現在）�

前期�
（2002年3月31日現在）�

科     目 �

資産の部   �

　流動資産�

　　現金及び預金�

　　受取手形及び売掛金�

　　たな卸資産�

　　繰延税金資産�

　　その他�

　　貸倒引当金�

　固定資産�

　　有形固定資産 �

　　　建物及び構築物�

　　　機械装置及び運搬具�

　　　工具器具及び備品�

　　　土地�

　　　建設仮勘定�

　　無形固定資産�

　　　連結調整勘定�

　　　その他�

　　投資その他の資産�

　　　投資有価証券�

　　　長期貸付金�

　　　繰延税金資産�

　　　破産・再生債権等�

　　　その他�

　　　貸倒引当金�

　繰延資産�

　　開業費�

資産合計�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（単位：千円／単位未満切捨て）�

36,457,847�

6,003,961�

19,621,841�

9,652,305�

851,045�

778,366�

△ 449,672�

31,082,708�

23,711,004�

5,933,067�

2,399,229�

667,678�

14,385,192�

325,835�

305,690�

9,549�

296,140�

7,066,014�

5,821,907�

36,870�

295,313�

112,298�

1,979,765�

△ 1,180,140�

56,911�

56,911�

67,597,468�

�

�

35,192,462�

5,621,782�

17,766,682�

10,204,585�

864,661�

1,258,085�

△ 523,334�

31,204,854�

24,052,714�

5,988,742�

2,549,880�

684,287�

14,439,719�

390,084�

310,714�

7,620�

303,094�

6,841,425�

5,602,354�

38,376�

301,631�

107,856�

1,998,848�

△ 1,207,640�

50,679�

50,679�

66,447,996

33,584,863�

5,979,525�

16,696,184�

9,920,407�

900,900�

617,143�

△ 529,299�

31,149,573�

24,155,505�

5,780,016�

2,374,000�

643,053�

14,433,414�

925,020�

260,498�

5,325�

255,173�

6,733,569�

5,493,140�

34,128�

348,699�

109,127�

1,948,694�

△ 1,200,221�

－�

－�

64,734,436�

�

�

�

海外の売掛債権の回収が進んだことなどから、前
年同期比で29.2億円減少しました。�

受取手形及び売掛金�

�

中国の会計基準変更に従い、広東の連結子会社�
の開業費を一括償却しました。�

開業費�

�

当中間期における設備投資額は10億円であります。�
�
主な設備投資�
　■韓国新工場建設　　　　 　6.7億円�
　■マレーシア製品倉庫建設　　1.9億円�

有形固定資産�
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負債の部   �

　流動負債�

　　支払手形及び買掛金 �

　　短期借入金�

　　一年内返済予定長期借入金�

　　未払法人税等�

　　繰延税金負債�

　　賞与引当金�

　　製品保証引当金�

　　その他�

　固定負債�

　　長期借入金�

　　繰延税金負債�

　　再評価に係る繰延税金負債�

　　退職給付引当金�

　　その他�

負債合計�

少数株主持分�

　少数株主持分�

資本の部�

　資本金�

　資本剰余金�

　利益剰余金�

　土地再評価差額金�

　その他有価証券評価差額金�

　為替換算調整勘定�

　自己株式�

資本合計�

負債、少数株主持分及び資本合計�

�

（単位：千円／単位未満切捨て）�

 前中間期�
（2001年9月30日現在）�

 当中間期�
（2002年9月30日現在）�

前期�
（2002年3月31日現在）�

科     目 �

37,047,037�

10,388,701�

21,891,850�

1,127,800�

376,701�

83,206�

63,346�

44,029�

3,071,401�

6,539,906�

3,414,500�

135,943�

2,283,781�

579,951�

125,730�

43,586,943�

��

695,335�

��

11,626,085�

9,072,105�

3,257,830�

3,240,633�

△ 2,151,028�

△ 1,730,368�

△ 67�

23,315,189�

67,597,468

� 36,809,018�

9,046,880�

21,184,363�

2,127,800�

450,768�

6,960�

60,686�

61,429�

3,870,129�

4,938,594�

1,850,600�

153,339�

2,284,753�

550,405�

99,496�

41,747,613�

��

875,222�

��

11,626,085�

8,396,998�

1,808,356�

3,240,633�

△ 125,481�

△ 1,119,014�

△ 2,416�

23,825,160�

66,447,996�

�

34,704,768�

8,356,138�

19,780,807�

2,195,400�

338,154�

－�

76,056�

66,177�

3,892,034�

5,271,915�

2,194,100�

117,544�

2,290,065�

558,557�

111,648�

39,976,683�

�

965,430�

��

11,626,085�

8,396,998�

2,624,354�

3,238,099�

△ 147,134�

△ 1,764,167�

△ 181,912�

23,792,322�

64,734,436

�

原材料コスト削減のための現金支払切替などにより、
前年同期比20.3億円減少しました。�

支払手形及び買掛金�

�

返済の進捗により、前年同期比21.1億円減少しま
した。�

短期借入金�

約定返済と短期借入金の借り換えにより、一年内
返済予定長期借入金を含めて、1.5億円減少しまし
た。�

長期借入金�

前期末に持合株式の含み損の大半を減損処理し
たことにより、前年同期に比べ減少しました。�

その他有価証券評価差額金�

経営環境の変化に対応した機動的な資本政策実
行のため、自己株式を60万株取得しました。�

自己株式�
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中間連結損益計算書�

売上高�

売上原価�

　売上総利益 �

販売費及び一般管理費�

　営業利益�

営業外収益 �

　　受取利息�

　　受取配当金 �

　　技術権利料 �

　　為替差益�

　　技術指導収入�

　　その他�

営業外費用�

　　支払利息�

　　持分法による投資損失�

　　為替差損�

　　その他�

　経常利益�

特別利益�

　　固定資産売却益�

　　投資出資金運用益�

　　投資有価証券売却益�

　　貸倒引当金戻入益�

　　損害保険金�

　　その他�

特別損失�

　海外子会社過年度固定資産税�

　固定資産売却損�

　投資有価証券評価損�

　会員権評価損�

　役員退職慰労金�

　貸倒引当金繰入額�

　開業費一括償却損�

　その他�

税金等調整前中間（当期）純利益�

法人税、住民税及び事業税�

法人税等調整額�

少数株主利益�

中間（当期）純利益�

     �

�            �

�            �

科目�
�

24,969,659�

16,361,416�

8,608,243�

7,000,348�

1,607,894�

310,642�

24,646�

49,436�

11,991�

158,226�

－�

66,342�

405,086�

312,926�

646�

－�

91,513�

1,513,451�

97,153�

71,595�

－�

－�

16,890�

－�

8,668�

466,421�

－�

1,318�

358,064�

－�

85,957�

－�

－�

21,081�

1,144,183�

355,199�

△ 373,539�

150,736�

1,011,786

48,950,154�

31,922,884�

17,027,269�

14,134,659�

2,892,610�

486,202�

67,797�

66,388�

34,045�

102,885�

10,537�

204,547�

781,209�

582,801�

705�

－�

197,701�

2,597,603�

186,138�

80,295�

－�

47,365�

13,980�

32,225�

12,270�

2,799,972�

－�

5,381�

2,661,860�

25,786�

85,957�

－�

－�

20,985�

△ 16,230�

595,892�

△ 454,854�

280,419�

△ 437,687�

�

24,042,832�

15,400,755�

8,642,077�

6,864,404�

1,777,673�

243,395�

24,026�

61,052�

18,901�

－�

40,492�

98,923�

369,225�

190,937�

6,781�

74,343�

97,163�

1,651,843�

7,572�

1,845�

3,231�

2,496�

－�

－�

－�

187,433�

50,309�

7,817�

74,180�

1,629�

－�

6,070�

47,426�

－�

1,471,983�

291,207�

△ 115,356�

124,118�

1,172,014�

�

�

当中間期�
自 2002年4月 1 日�
至 2002年9月30日�

�

�

前期�
自 2001年4月 1 日�
至 2002年3月31日�

�

�

前中間期�
自 2001年4月 1 日�
至 2001年9月30日�

�

�

（単位：千円／単位未満切捨て）�

�

前年同期に比べ、船舶および工業用塗料は国内
では減少したものの海外では増加し、内外合計で
横這いとなりましたが、コンテナ用塗料の年初の落
ち込みの影響で、9.2億円減少しました。�

売上高�

�

コスト削減に努めた結果、前年同期に比べ1.6億円
増加しました。�

営業利益�

�

借入金返済による支払利息の減少などもあり、前
年同期比で1.3億円増加しました。�

経常利益�

�

前年同期に比べ、特別損失が減少したことなどから、
1.6億円の増加となりました。�

中間（当期）純利益�
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中間連結剰余金計算書�

科目�
�

当中間期�
自 2002年4月 1 日�
至 2002年9月30日�

�

�

前期�
自 2001年4月 1 日�
至 2002年3月31日�

�

�

前中間期�
自 2001年4月 1 日�
至 2001年9月30日�

�

�

（単位：千円／単位未満切捨て）�

資本剰余金の部�

　　　資本剰余金期首残高�

　　　資本剰余金減少高�

　　　　　自己株式消却額�

　　　資本剰余金中間期末（期末）残高�

利益剰余金の部�

　　　利益剰余金期首残高�

　　　利益剰余金増加高�

　　　　　中間（当期）純利益�

　　　利益剰余金減少高�

　　　　　配当金�

　　　利益剰余金中間期末（期末）残高�

�

9,277,837�

205,732�

205,732�

9,072,105�

�

2,545,008�

1,011,786�

1,011,786�

298,964�

298,964�

3,257,830

�

9,277,837�

880,839�

880,839�

8,396,998�

�

2,545,008�

△ 437,687�

△ 437,687�

298,964�

298,964�

1,808,356

�

8,396,998�

－�

－�

8,396,998�

�

1,808,356�

1,172,014�

1,172,014�

356,015�

356,015�

2,624,354

マダライルカは体長約2メートルの、斑点模様のイルカです。�
主に温帯および熱帯の外洋に、数百頭から千頭に及ぶ�
大群で生息しています。ホイッスル（鳴き声）を発しながら�
海面をジャンプして進む姿は圧巻。日本では小笠原周辺で�
出会うことができます。�

�
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中間連結キャッシュ・フロー計算書�
�

税金等調整前当期中間利益は、14.7億円を計上し、
債権回収に努めた結果、25.5億円の収入となり、
前年同期比25.8億円増加の大幅な改善となりまし
た。�

営業活動によるキャッシュ・フロー�

�

韓国工場建設、マレーシアの製品倉庫建設等によ
り、8.9億円の流出となりました。�

投資活動によるキャッシュ・フロー�

�

借入金の返済、配当金支払、自己株式取得等によ
り、10.6億円の流出となりました。�

財務活動によるキャッシュ・フロー�

科目�
�

�

営業活動によるキャッシュ・フロー�
　　税金等調整前中間（当期）純利益�
　　減価償却費�
　　連結調整勘定償却額�
　　貸倒引当金の増減額（減少：△）�
　　退職給付引当金の増減額（減少：△）�
　　その他引当金の増減額（減少：△）�
　　受取利息及び受取配当金�
　　支払利息�
　　為替差損益（差益：△）�
　　持分法による投資損益（益：△）�
　　投資有価証券売却損益（益：△）�
　　投資有価証券評価損�
　　会員権評価損�
　　固定資産売却損益等（益：△）�
　　海外子会社開業費一括償却�
　　売上債権の増減額（増加：△）�
　　たな卸資産の増減額（増加：△）�
　　仕入債務の増減額（減少：△）�
　　その他�
　　　　小計�
　　利息及び配当金の受取額�
　　利息の支払額�
　　法人税等の支払額�
　営業活動によるキャッシュ・フロー�
投資活動によるキャッシュ・フロー�
　　定期預金の預入れによる支出�
　　定期預金の払戻しによる収入�
　　投資有価証券の取得による支出�
　　投資有価証券の売却による収入�
　　固定資産の取得による支出�
　　固定資産の売却による収入�
　　その他�
　投資活動によるキャッシュ・フロー�
財務活動によるキャッシュ・フロー�
　　短期借入金の純増減額�
　　長期借入による収入�
　　長期借入金の返済による支出�
　　自己株式の取得による支出�
　　配当金の支払額�
　　少数株主からの払込による収入�
　　少数株主への配当金の支払額�
　　その他�
　財務活動によるキャッシュ・フロー�
現金及び現金同等物に係る換算差額  �
現金及び現金同等物の増減額�
現金及び現金同等物の期首残高�
現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高 �
�

�
1,144,183�
594,862�
1,929�

122,540�
97,575�

△ 36,350�
△ 74,082�
312,926�

△ 135,617�
646�
－�

358,064�
－�

△ 57,700�
－�

△ 1,586,391�
△ 659,353�
102,199�
341,422�
526,854�
72,217�

△ 330,351�
△ 301,930�
△ 33,209�

��
△ 442,767�

　－�
△ 119,567�

－�
△ 597,950�
119,251�

△ 166,490�
△ 1,207,524�

��
1,538,293�

－�
△ 564,760�
△ 205,425�
△ 298,964�

－�
△ 19,018�
△ 2,178�
447,946�
144,716�

△ 648,071�
6,007,358�
5,359,287

�
1,471,983�
589,733�
1,888�
61,174�
8,400�
21,059�

△ 85,079�
190,937�
△ 389�
6,781�

△ 2,496�
74,180�
1,629�
13,168�
47,426�
342,886�
△ 44,354�
△ 457,506�
806,155�
3,047,579�
94,835�

△ 195,311�
△ 395,957�
2,551,146�

�
－�

100,974�
△ 8,377�
8,073�

△ 1,117,748�
13,055�
109,337�

△ 894,685�
�

△ 928,111�
1,000,000�
△ 588,900�
△ 179,495�
△ 356,015�
126,520�

△ 139,739�
△ 2,345�

△ 1,068,088�
△ 101,411�
486,961�
4,861,089�
5,348,051�

�
�

当中間期�
自 2002年4月 1 日�
至 2002年9月30日�

�

�

前期�
自 2001年4月 1 日�
至 2002年3月31日�

�

�

前中間期�
自 2001年4月 1 日�
至 2001年9月30日�

�

�

（単位：千円／単位未満切捨て）�

�
△ 16,230�
1,274,663�
3,858�

175,450�
65,811�

△ 24,822�
△ 134,186�
582,801�
△ 25,345�

705�
  △ 46,928�
2,661,860�
31,926�

△ 48,841�
－�

944,744�
△ 884,270�
△ 1,511,995�

291,668�
3,340,872�
122,840�

△ 603,388�
△ 477,426�
2,382,897�

��
△ 549,922�

－�
△ 181,429�
62,402�

△ 1,280,677�
145,161�
△ 19,413�

△ 1,823,878�
��

309,678�
－�

△ 1,128,660�
△ 882,881�
△ 298,964�

－�
△19,018�
 5,384�

△ 2,014,462�
309,174�

△ 1,146,269�
6,007,358�
4,861,089
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（注）各事業毎の会社数は、複数事業を営んでいる場合には、それぞれの数に含めております。�
　　�

■CMPグループ従業員の状況（2002年9月30日現在）�

事業区分          �

塗料関連事業�

�

小　　　　計�

その他の事業�

全　社（共通）�

総　　　　計�

国内�

海外�

�

国内�

国内�

589�

977�

1,566�

43�

36�

1,645�

　　　　� 

ＣＭＰグループは中国塗料株式会社（当社）および子会社29社、関連会社１社により構成されており、塗料製品の製造、
販売を主な事業としているほか、これらに附帯するサービス業務等を営んでおります。             �
�

事業区分�

塗料関連事業�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

売上区分�

船舶用塗料�

汎用塗料�

塗装請負等  

主要な会社�

�

不動産賃貸および管理�
ソフトウェア開発等�

当社、大竹明新化学（株）、神戸ペイント（株）、文正商事（株）�

中国塗料長崎販売（株）、中国塗料エンジニアリング（株）�

中国塗料技研（株）、三陽興産（株）�

Chugoku Marine Paints(Hong Kong),Ltd. �

Chugoku Marine Paints(Shanghai),Ltd.  �

Chugoku Marine Paints(Guang Dong),Ltd.�

Chugoku Marine Paints(Singapore)Pte.,Ltd.�

Chugoku Paints(Malaysia)Sdn.Bhd.   �

Chugoku Paints B.V.  �

CMP Holdings Pte.,Ltd.�

その他13社�

当社、（株）シーエムピー企画、中国ソフト開発（株）�

ヤス運送（株）�

従業員数（名）�

�

その他の事業�

国内（計8社） �

�

�

海外（計20社）�

国内（計4社） 

CMPグループの概況�
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（注）１、監査役鈴村晴彦、下江正敏の両氏は、「株式会社の監査等に関する商法の特例 �
� 　　　に関する法律」第18条第1項に定める社外監査役であります。 �

　　２、2002年11月1日付をもって、取締役の担当業務が次のとおり変更となりました。�

�
�
�
�
�
�

執行役員�
　（R&D ディビジョン バイスプレジデント�
　  兼 同ディビジョン 中国米国事業部長）�
�
�
　　�
 �
�
�
�
�

森 安 　 邦 夫 �

谷 水 　 賢 二 �

柏 尾 　 俊 尋 �

塩 田 　 　 修 �

�

執行役員�
　（マリン コーティングス ディビジョン バイスプレジデント�
　  兼 同ディビジョン 海外船主担当） �
�
執行役員�
　（インダストリアル ディビジョン バイスプレジデント�
　　兼 同ディビジョン 営業統括部長）�

　　　氏　名�

藤 原 　 三 彦 �

山 住 　 哲 夫 �

枝 松 　 直 之 �

田 尾 　 正 司 �

松 岡 　 吉 彦 �

植 竹 　 正 隆 �

坪 井 　 　 誠 �

森 本 　 耕 二 �

井 上 　 逸 郎 �

柳 井 　 隆 輔 �

吉 村 　 和 美 �

山 室 　 友 信 �

狩 野 　 彰 彦 �

鈴 村 　 晴 彦 �

下 江 　 正 敏 �

�

持株数�
（千株）�

持株比率�
（％）�

■設　　立　１９１７年（大正６年）５月�
■資 本 金 　11,626,085,606円�
■本　　店　広島県大竹市明治新開１番７�
■役員の状況（2002年9月30日現在）�
�

■株式の状況（2002年9月30日現在）�
1、株式の総数�
　　　　・会社が発行する株式の総数　　　279,774,000株�
　　　　・発行済株式総数　　　　　　　　71,212,822株�
　　　          （内、自己株式数　　　     　　　                      620,081株）�

2、株主数　　　　　　　　　　　　　　　　　11,140名�

3、大株主�

役　　員�

執 行 役 員 �

�

地位（担当または主な職業）�

�

　　氏　名�

�

株主名�
当社への出資状況�

�

三菱商事株式会社�

株式会社広島銀行�

株式会社みずほコーポレート銀行�

三菱信託銀行株式会社�

株式会社あさひ銀行�

株式会社東京三菱銀行�

明治生命保険相互会社�

日本マスタートラスト信託銀行株式会社信託口�

中国塗料取引先持株会�

東京海上火災保険株式会社�

�

4,301�

3,559�

3,499�

3,070�

2,619�

2,192�

2,007�

1,824�

1,466�

1,456

6.04�

5.00�

4.91�

4.31�

3.68�

3.08�

2.82�

2.56�

2.06�

2.05�

�

執行役員�
　（Chugoku Marine Paints(Singapore)Pte.,Ltd. 取締役社長�
 　 兼 Chugoku Paints(Malaysia),Sdn.Bhd.取締役社長�
  　兼 CMP Holdings Pte.,Ltd.取締役船舶塗料営業部長）�
�
�

地位（担当または主な職業）�

代表取締役社長�

専務取締役�

専務取締役�

常務取締役�
　（コーポレート ディビジョン プレジデント）�

常務取締役�
　（Ｒ＆Ｄ ディビジョン プレジデント）�

取締役�
　（マリン コーティングス ディビジョン プレジデント �
　  兼 同ディビジョン マリン機能商品部長）�

取締役�
　（Ｒ＆Ｄ ディビジョン バイスプレジデント�
　  兼 同ディビジョン 研究センター長）�

取締役�
　（インダストリアル ディビジョン プレジデント）�

取締役�
　（マリン コーティングス ディビジョン バイスプレジデント �
　  兼 同ディビジョン 技術統括部長）�

取締役�
　（マリン コーティングス ディビジョン バイスプレジデント �
　  兼 同ディビジョン 営業統括部長） 　�

取締役�
　（三菱商事（株）機能化学品本部長）�

常勤監査役�

監査役�

監査役�

監査役�

�

�

氏　名�

森 本  耕 二 �

井 上  逸 郎 �

�

�
�

地　位�

取締役�

取締役�

�

�

�
�

新 担 当 �

�

�
�

インダストリアル ディビジョン プレジデント�
兼 同ディビジョン 工業用塗料生産・技術担当�
�
マリン コーティングス ディビジョン バイスプレジデント　�
兼 同ディビジョン 船舶用塗料生産・技術担当�
�

当社の概況�
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単独決算の概要�

（単位：千円／単位未満切捨て）�

売上高�
　売上原価�
売上総利益�
　販売費及び一般管理費�
営業利益�
　営業外収益�
　営業外費用�
経常利益�
　特別利益�
　特別損失 �
税引前中間（当期）純利益�
法人税、住民税及び事業税�
法人税等調整額�
中間（当期）純利益�
前期繰越利益�
合併による未処分利益受入額�
中間（当期）未処分利益�
�

（単位：千円／単位未満切捨て）�

■中間要約貸借対照表�

資産の部   �
　　流動資産  �
　　固定資産  �
資産合計   �
負債の部   �
　　流動負債  �
　　固定負債  �
負債合計   �
資本の部   �
　　資本金  �
　　資本剰余金�
　　利益剰余金  �
　　土地再評価差額金    �
　　その他有価証券評価差額金  �
　　自己株式  �
資本合計   �
負債及び資本合計   �
�                �
�

�13,188,124�
10,071,179�
3,116,944�
2,527,758�
589,185�
372,171�
185,215�
776,141�
16,890�
455,280�
337,750�
9,043�

△ 275,865�
604,572�
136,103�

－�
740,676

�
17,596,310�
36,715,984�
54,312,294�

��
22,458,787�
5,947,045�
28,405,832�

��
11,626,085�
9,072,105�
4,169,959�
3,180,264�

△ 2,141,885�
△ 67�

25,906,461�
54,312,294

■中間要約損益計算書�

 前中間期�
（2001年9月30日現在）�

 当中間期�
（2002年9月30日現在）�

前期�
（2002年3月31日現在）�

科目�
�

科目�
�

�当中間期�
自 2002年4月 1 日�
至 2002年9月30日�

�

�

前期�
自 2001年4月 1 日�
至 2002年3月31日�

�

�

前中間期�
自 2001年4月 1 日�
至 2001年9月30日�

�

�
25,971,054�
19,419,945�
6,551,109�
5,678,320�
872,788�
960,085�
362,297�
1,470,576�
54,604�

2,800,123�
△ 1,274,942�

35,167�
△ 244,573�
△ 1,065,536�

136,103�
110,778�

△ 818,654

14,279,137�
9,661,383�
4,617,753�
3,987,292�
630,461�
373,510�
198,101�
805,869�
19,258�
102,430�
722,697�
19,040�

△ 42,899�
746,556�
36,270�

－�
782,826�

�

�
16,960,805�
37,179,993�
54,140,798�

��
24,021,531�
4,397,715�
28,419,246�

��
11,626,085�
8,396,998�
2,647,859�
3,180,264�
△ 127,239�
△ 2,416�

25,721,551�
54,140,798

�
16,014,749�
37,197,277�
53,212,027�

�
23,490,433�
3,805,235�
27,295,668�

��
11,626,085�
8,396,998�
3,038,399�
3,180,264�
△ 143,476�
△ 181,912�
25,916,358�
53,212,027

※前年同期に比較し、売上高、売上総利益、販売費及び一般管理費等が増加した主な要因は、今年１月に販売子会社２社を
本社に統合した影響によるものです。�



13

�

0

　近年、韓国の造船建造能力は日本を凌ぎ、２０００年以降はＷＯＮ安を追い風

に新造船受注・竣工量で日本とトップシェアを争っています。�

�　当社は１９８８年、韓国の大手優良塗料メーカーである三和ペイント工業（株）

をパートナーとして合弁会社Chugoku－Samhwa Paints, Ltd.（以後ＣＳＰ社）を

設立し、塗料の生産については三和ペイントに委託してまいりましたが、１９９８年

以降売上が急激に増加したことから、昨年、主要造船所に近い釜山市近郊の

金海市において、ＣＳＰ社保有の新工場建設に着工し、２００２年９月５日に竣工

式を行い生産を開始いたしました。�

　新工場は環境対応を優先し、溶剤飛散防止のため製造関連設備は完全密

閉式とした最新設備で、製造能力は１,０００トン／月です。�

　韓国工場は当社の海外工場としては９番目となりますが、これによりアジア、欧

米の主要な供給地全てをカバーする生産拠点を配備することができ、今後は環

境対応製品を主軸に一層の拡販を目指してまいります。�

��

�

�

【工場の概略】�

土地面積　２３，４７６m2�

建物面積　５，７４３m2（延べ面積：８，０８２m2）�

生産能力　１,０００トン／月�

生 産 品目　船舶用塗料、重防食用塗料�

建設費総額　１３，２００百万ＷＯＮ（約13億円）�

��

��

��

�

釜山�

金海�

韓国工場竣工�
供給ネットワークのさらなる充実�
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　当社は、世界的環境問題への取り組みの一環として、今後２年以
内を目処にタールエポキシ塗料の製造・販売を中止することを決定い
たしました。�

【背景】�
日本におけるタールエポキシ塗料の最大の需要はバラストタンク用を
中心とした船舶用塗料であり、使用の主な理由はその経済性と防食
性能とにあるといえます。しかしながら、�
��
　　近年環境問題への関心の高まり、それに伴う規制の制定などに
　　より、欧米での使用量が大幅に減小していること。�
��
　　塗装作業の安全性、タンク内検査効率を高めることを主眼とし
　　て、ＩＭＯ（国際海事機構）により「１９９８年７月以降建造されるタ
　　ンカー及びバルクキャリアーのバラストタンクの塗装色はライトカラ
　　ーが望ましい」とされたこと。�
��
などにより、日本とともに造船大国である韓国では、すでに８０％近くが
ダークカラーのタールエポキシ塗料からタールフリー塗料へ転換して
おります。�

　環境問題に取り組む当社はこれまでにも、脱タール化を提案してま
いりました。最近では国内船主、造船所のタールフリー塗料の性能に
対する理解もしだいに高まり、国内においても、当社ベースですでに
約３０％まで転換が完了しており、ユーザーのグリーン調達、ＰＲＴＲ対
象有害物質の削減にも貢献するものと確信しております。�

タールエポキシ塗料の製造・販売中止�
世界の環境問題への取り組み�

�

　本年９月２４日から２８日にドイツ・ハンブルグで開催された海事展
『SMM 2002』において、革新的な技術、製品を表彰する賞・Lloyd's 
List-SMM AWARDS 2002 が新設され、『造船革新技術』部門で当
社の錫フリー船底防汚塗料『シーグランプリ』が、アメリカSPS社の
Sandwich Plating System、ドイツGKN Walterscheid社の Walform M 
とともに、ノミネートされました。このノミネートは塗料としては、唯一のノ
ミネートであり、当社の技術がこのように高く評価されたことは大変名
誉あることと受け止めております。最終的にはSPS社が受賞しました
が、今後とも、このノミネートを励みに、次回には是非受賞できるよう一
層の技術革新に努めてまいります。�
��
�

錫フリー船底防汚塗料が造船革新技術部門でノミネート�
Lloyd's List-SMM Awards 2002�

ベルリン�
ハンブルグ�

タールエポキシ塗料�
　・環境に対する懸念�
　・暗色による作業の危険性�

タールフリー塗料「NOVAシリーズ」�
�

工業用タールフリー塗料「エコマックス」�
当社は環境に対する懸念のあるタールエポキ�
シ塗料の製造・販売を、工業用塗料分野にお�
いても中止いたします。�

�



2003年3月期  中間事業報告書�

表紙：マダライルカ�

決算期�

定時株主総会�

基準日�

配当金�

�

公告掲載新聞�

株主の名義書換�

　・名義書換代理人�

�

　・同事務取扱場所�

�

　・（連絡先・郵便物送付先）　 �

�

�

　・同取次所�

上場証券取引所�

�

毎年3月31日�

毎年6月�

毎年3月31日　そのほか必要があるときは、予め公告して基準日を定めます。�

利益配当金受領株主確定日　3月31日　�

中間配当金受領株主確定日　9月30日�

日本経済新聞�

�

〒100-8212　東京都千代田区永田町2丁目11番1号　�

三菱信託銀行株式会社  証券代行部�

〒100-8212　東京都千代田区永田町2丁目11番1号　�

三菱信託銀行株式会社  証券代行部�

〒171-8508　東京都豊島区西池袋1丁目7番7号　�

三菱信託銀行株式会社  証券代行部　　�

TEL （03）5391-1900（代表）�

三菱信託銀行株式会社  全国各支店�

東京証券取引所　市場第一部�

お知らせ　�

株主メモ�

社　　名�
英文社名�
東京本社�
�

広島本社�
�

ホームページ�

中国塗料株式会社�
CHUGOKU MARINE PAINTS, LTD.�
〒100-0011　東京都千代田区内幸町二丁目１番１号�
　　０１２０－７０－４９３１（フリーダイヤル）�

〒739-0652　広島県大竹市明治新開１番７�
        ０１２０－７５－４９３１（フリーダイヤル）�

http: / /www.cmp.co. jp/�
�
�

■当中間配当につきましては、諸般の情勢を考慮し実施を見送らせていただきます。�
■上記名義書換代理人住所および同事務取扱場所は、平成１５年５月６日に次の場所へ移転いたします。�
　東京都千代田区丸の内一丁目４番５号�
　（なお、名義書換代理人連絡先の住所および電話番号は変更ございません）�
■配当金の郵便貯金口座へのお振込をご希望される方は、振込指定書のご提出が必要ですので名義書換代理人に指定書用紙をご請求ください。�
■住所変更、配当金振込指定・変更、単元未満株式買取請求に必要な各用紙、および株式の相続手続依頼書のご請求は、名義書換代理人の�
　フリーダイヤル　【０１２０－８６－４４９０】　で２４時間承っておりますので、ご利用ください。�

し き さ い（色彩）�

し き さ い（色彩）�


